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かぐやのモノポールアンテナで観測された月周辺静電孤立波 (ESW)の解析
Electrostatic Solitary Waves (ESWs) observed by Kaguya monopole antennas near the
Moon
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月周回衛星「かぐや（SELENE）」搭載 LRS[1]のWFC-L波動観測装置 [2]では，100Hz-100kHzの波形を観測でき、多
数の静電孤立波 (ESW)が観測されている。観測された ESWについては、一部報告済みである [3]。通常は直交ダイポー
ルアンテナで観測しているが、モノポールアンテナ対による ESWの伝搬速度等の解析も可能である。今回は、後者のア
ンテナを用いた解析結果を中心に報告する。

モノポールモードにおける波形解析により、ESWの伝搬速度やポテンシャル等を評価した。ESWの波形は外部磁場に
対して平行な成分だけでなく、垂直成分を多く含んでおり、ポテンシャルは 2次元構造をしている。両の成分からなる
ESWの理想形に fittingを行った上で、これらの諸量を評価した。GRL[3]で報告した各所で受かった例について、伝搬
速度、ポテンシャルの符号，深さ等の解析を行った結果について報告する。
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